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令 和 5 年 2 月 1 日 「税 の ひ ろ ば」ｫ

税務書からのお知らせ»

スマホ ・ パソコンから藤定申告 !
確定申告には、 ご自宅からスマー ト フ ォ ン ・ パソコンでご利用いただけるe-Tax (電子申告) が大変便利です。

多くの方が訪れる確定申告会場に出向かなくても、 マ イナンパ一 力 一 ド と l C 力 一 ド リ ー ダライタ又はマイナンパー

カー ド読取対応のスマー トフォンがあれば、 e-Taxを利用して申告書が提出できます。

令和4年分の確定申告で、は、感染防止の観点からも、ぜひご自宅からe-Taxをご利用<ださい。

パソ コンの画面に表示された2次元パー コー ドをスマー ト フ ォ ン  (マイナンパ一力一 あ ' '''

ド読取対応)で読み取れば、 マ イナンパ一 力 一 ド を 使 つ て e - 1  a xで送信できます!  , i 翻a
※WindowsのMcrosoft Edge、(ioogeChrome、macOSのSafari、いずれにも対応。

令和4年分 ( 令 和 5 年 1 月 以 降 )  か ら 、  スマー トフオンでも青色申告決算書 , 収支内訳書が作成可能になりますl

パソ コンの画面もリ ニュ ーアルされ ま す  !

スマホ画面 パソコン画面

【対象年分】
令和元年分の申告(平成31(2019 )年1月1日以降に相続等により財産を取得した者の申告)力、らe-Tax

(電子)による提出(送信)が可能です。

【対象帳票】
相続税の申告書(23帳票)について、e-Taxソフト等での作成・提出(送信)が可能です。

【添付二類】
申告書に添付する書類についても、イメージデー タ ( P D F 形 式 ) に よ り 提 出 ( 送 信 ) で き ま す 。
また、光ディスク等に添付書類のイメー ジデー タ ( P  D F 形 式 ) を 保 存 し て 提 出 す る こ と も で き ま す 。

令和4年分の贈与税の申告の相談及び申告書の受付は、
令 和 5 年 2 月 1 日 ( 水 ) ̃令 和 5 年 3 月 1 5 日 ( 水 ) で す 。
申告書の作成及び申告は、 国税庁ホームページを是非ご利用ください。

【日与税の申告をしなければならない人】
① 個人から年間110万円を超える財産をもらった人

② 相続時精算課税の適用を受ける人 (過去に相続時指算課税の適用を受け、 令和4年中に特定贈与者から財

産をもらった場合は、 ①の基準以下でも申告が必要)

③ 住宅取得等資金の非課税制度の適用を受ける人

④ 教育資金の非課税制度の適用を受けた人で、 取扱金融機関と教育資金管理契約が終了し、 贈与税の申告義

務がある人

⑤ 結婚・子育て資金の非課税制度の適用を受けた人で、取扱金融機関と結婚・子育て資金管理契約が終了し、

體与税の申告義務がある人
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令 和 5 年 2 月 1 日 「税 の ひ ろ ば」 4

_n 52年of8'月 ̃  常a線 インボイス制度導入に よ り 今 後 こ う  変 わ る
インポイス翻度の事入により、売上先からは性入義a

本人におい't:も 「a構a求書」の開iがなけM仕入ll l

例 )  設 は 、 3 3 0 , 0 0 0 円 ( 税 3 0 , 0 0 0 円 ) で 商 a 品 を
確 -表f;

と な るm「 の 〇 ら  ・fa方、事業主

基除が受けられま,eん。

れ 、 5 5 0 .0 0 0 再 ( 税 5 0 , 0 0 0F9)

330.000円支払

(税30,000円)

5 年 (2 02 3 年 ) 1 0 月 ̃ 】

50, 000円で開(税50,000円)

(税30,000円)

a550 . 0 00円 税S0.000円

仕入330 .000円 翻30 , 0 0 0 円

観 2 0 , 0 0 0 円

事 設 は 2 0 .000円の納付

売 上 5 5 0 , 0 0 0 円  税 5 0 , 0 0 0 円

仕入330 , 0 0 0円 税 0F9

高
常a線 開 主 は 5 0 , 0  00円の納付

一義

※もしかし fi二 ら 、 払先が適格請求書発行事業者でないなら、取引カ性しくなる場合あり。

1登法S3t正により、事業主は「mm 行事業者」ではない者から商!講の 開 仕 M を 行 つ て も 、

消量税申告の際にm m - の 二 一 'l' 、 結果. i iiit大となる。(経選描量あり)
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ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
貢
献

田
主
丸
町
商
工
会

石

井

理

絵

当
初
は
聞
き
慣
れ
な
か
っ
た
r

ふ
る
さ
と
納
税
」

と
い
う
言
葉
も
今
や
当
た
り
前
の
よ
う
に
誰
も

が

口
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
す
る
人
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
。
私
も
周
り
に

動
め
ら
れ
な
ん
と
な
く
始
め
、

毎
年
利
用
し
て
い

ま
す
。
寄
付
と
い
う
形
で
税
金
を
前
払
い
し
、
後

で
支
払
う
税
金
か
ら
前
払
い
し
た
額
が
引
か
れ
、

自
己
負
担
分
の
2
、
0
0
0
円
で
返
礼
品
が
受
け

取
れ
る
。
自
分
の
収
入
の
限
度
額
内
で
の
寄
付
で

あ
れ
ば
ぉ
得
感
を
感
じ
、
今
ま
で
肉
や
魚
、
果
物

等
様
々
な
も
の
を
家
族
で
食
べ
、
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。
自
治
体
の
返
礼
品
を
ネ
ッ

ト
で
選
び
、

あ

れ
に
し
よ
う
!
今
度
は
こ
れ
に
し
よ
う
-
と
よ
く

考
え
ず
に
始
め
た
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
が
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
制
度
な
の
か
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

地
方
で
生
ま
れ
育
ち
、

都
会
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
れ
ば
、

仕
事
に
就
き
、

住
ん
で
い
る
自
治
体
に

納
税
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

都
会
の

自
治
体
は
税
収
を
得
ま
す
が
、

自
分
が
生
ま
れ
育
つ

た
故
郷
の
自
治
体
に
は
税
収
が
入
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
育
て
て
く
れ
た
大
切
な
故
郷
に
何
か
自
分

も
関
わ
り
恩
返
し
が
し
た
い
と
考
え
る
人
も
い
ま

す
。
税
制
を
通
じ
て
生
ま
れ
育
つ
た
故
郷

へ
貢
献

で
き
る
仕
組
み
を
・

:
。

そ
の
よ
う
な
想
い
の

も
と

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
で
き
る
制
度
は
、

自
分

が
収
め
る
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
税

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

納
税
の
大
切
さ
を
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

一

方
、

自
治
体
は
納
税
者
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
施
策
の
向
上
・
地
域
の
在
り
方
を
考
え
、

よ
り

良
い
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と
努
力
し
ま
す
。
共
に

成
長
を
高
め
合
う
関
係
を
築
い
て
い
く
。
こ
れ
が

こ
の
制
度
の
大
き
な
意
義
の
よ
う
で
す
。
全
国
の

様
々
な
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
地
方
創
生
、

地
域

活
性
化
に

つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
制
度
だ
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
、

様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
最
た
る
問
題
は

自
治
体
間
の
返
礼
品
競
争
の
過
熱
化
で
し
ょ
う

か
。

一
時
期
、
実
質
還
一一ル
率
が
前
%
を
超
え
る
返
礼
品

を
用
意
す
る
自
治
体
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
総
務

省
は
制
度
の
本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し
、

返
礼

品
を
3
割
以
下
の
地
場
産
品
に
限
定
す
る
法
律
を

施
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

都
市
部
だ
け
で
な
く

地

方
の
市
や
町
で
も
、

人
気
の
返
礼
品
を
持
た
な
い

自
治
体
で
は
、

寄
付
で
受
け
取
る
額
よ
り
税
収
が

減
る
額
の
方
が
大
き
く
な
り
、

赤
字
に
な
る
事
も

増
え
、

寄
付
金
受
入
ト
ッ
プ
の
自
治
体
と
は
極
端

な
隔
た
り
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
都
市
部
の

税
収
流
出
、

抜
け
道
を
見
つ
け
収
ま
ら
な
い
返
礼

品
競
争
な
ど
、

問
題
は
山
積
み
の
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
も
制
度
の
趣
旨
に
沿
つ
て
全
く
返

礼
品
を
送
つ
て
い
な
い
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
決
断
に
賛
同
す
る
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

自
治
体
の
事
業
に
共
感
し
た
人
が
、

返
礼
品
目
当
て
で
な
く
応
援
を
継
続
し
て
い
く
。

こ
れ
が
本
来
の
理
想
的
な
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。㈱

さ
と
ふ
る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
経
験
者
を
対

象
に
実
施
し
た
2
0
2
1
年
の
調
査
で
は
、

能

・

7
%
の
人
が

「
地
域
貢
献
・
地
域
応
援
を
意
識
し

た
」
と
回
答
し
、
そ
の
ほ
か
の
回
答
で
は
、

「
九

州
な
の
で
水
害
の
被
災
地
を
応
援
し
た

（
50
代
女

性
）
」
や

「
大
雪
に
苦
悩
し
て
い
る
自
治
体
を
応

援
し
た
い
か
ら

（
前

代
男
性
）
」
な
ど
の
声
も
あ

り
、

そ
れ
そ
れ
応
援
の
想
い
を
込
め
て
寄
付
を
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、

納
税
者
の
意
識
も
少
し

ず
っ
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

返
礼
品
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
貢
献

を
意
識
し
て
寄
付
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

返
礼
品
を
求
め
る
人
、

純
粋
に
応
援
し
た
い
人
、

納
税
者
の
考
え
方
は
様
々
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち

は
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、

自
分
た
ち
の
税
金

の
使
い
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ん

な
税
制
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

返
礼
品
に
惹
か
れ
て
始
め
た
ふ
る
さ
と
納
税
で
す

が
、

こ
れ
を
機
に
制
度
の
活
用
方
法
を
し
っ
か
り

考
え
、

今
後
も
地
方
創
生
、

地
域
活
性
化
に
微
力

な
が
ら
貢
献
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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飲酒運転撲滅 !

私ども久留米地区酒類業懇話会におきま しては各種団体のご協力を得ま して飲酒運転撲滅キャ ンぺ ン

を実施していますが、 なかなか飲酒連転が減少しない状況にあl.11 ます。

「飲んだら乗るな、乗るなら飲むな」はよ<聞きますが、少量のお酒でも心身に影響し、運転時に次のよ

うな状況が現れ、 取 l.1) 返しのつかない事故を起こしてしまいますのでお酒を飲んだ時は絶対運転しなし 、よ
うにして下さし 、。

動体視力が落ち、 視野が換くなり、 信号の変化や路上の人、 車の動きの見aめが遅れる。

ll制が取れ理性が失われ、 判断カが低下し、 スピード出しすきや乱最な● 録になる。

集中力が鏡り、 とっさの状況変化に対応できない。

連動神経が麻llし、 ハンドル操作やプレーキ動作が選れる。
l

平衡感覚が乱れ、 館行通転する。

基 体重60kgの成人男性で、 1 単 位 ( ビー ル中瓶1本、 日本酒1号、

差 焼酎0.6号)のアルコー ルが体内から消えるまでに約3̃4時間力、か
ります。これはあくまで目安で、体格、体質、性別で異なります。

重 ァルコー ルは肝臓で約90%代謝され、残りの約10%は呼気、汗、E 尿として排出されますが、 この割合は入浴や運動をしても変わりませ

要 ん。 たくさんの汗をかいても10%以上のアルコ ー ルが汗として排出

されることはないので、 アルコー ルの代謝は待つしかありません。

l したがって、 お酒を飲み過ぎた翌日は絶対に運転をしないよぅに

i して下さい。

、し-__._田 0___ n m 地_M 田 _a 田_a_理 取 、 a 田 a_M a 開 開 田
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●納める額

注 : 配 載 さ れ て い る 法 9 の 条 ・ 項 の 番 号  (法第73条の14第3項など)  は 、  令 和 4 年 4 月 1 日 現 在 の も の で す.

,---l一末新産? 一調9)一あらま1〔;一、一 一一 一 一一一一一 一一一 一一一一一 一 一,一、
1 ●不動産取得税とは
l 不動産取得税とは.登記の有無や有償・無償またはその原因(売買、

1 家屋)を取得した場合に課税される税です。

l ●納める人 ( 地 方 税 法 ( 以 下 「 法  と い い ま す ) 第 7 3 条 の 2 ), 」  。

l 〇家屋を新築、増築、改築、売買、交換、整与などにより取得した人

1 〇土地を充目、交換、1t當与などにより取得した入

不 動 産 の 価 格 ( ※ a ) x  税 率 ( ※ b ) = 納め る額

(※a)不動産の価格とは(法第73条の21、 法附則第11条の5)

港与、 交換など)にかかゎらず、 不 動 産 ( 土 地 、  

(※b)取イi時期により下!a税率が適用されます。 l
(法第73条の15法的目リ第11条の2) l

土地
家屋

住毛

3 %

3 %

住宅以外

平 成 1 8 年 4 月 1 ヨ ̃

平成20年3月31日
3 % 3 . 5 %

平 成 2 0 年 4 月 1 日 ̃

令 和 6 年 3 月 3 1 日
3 % 4 %

1 0不動産の価格とは、 取得時において市町村の固定資産課税台帳に登録されている価格です。 (売員価格や建築費用の価格

1 ではありません。なお、価格が登録されていないときは、一定の基準により評価した価格によります。)

l 〇家屋を新築や増築等された場合は、 現地調査のうえ、 固定資産評価基準により価格を決定します。なお、 翌年度に課税

1 される固定資産税の価格は不動産取得税の価格とは異なります。

1 〇土地の地目変換(宅地転用許可を受けたi地の取得等) により不動産を取得した場合も、 調査して価格を決定します。

宅地及び宅地に準じて評価されたi地を令和6年3月31日までに取得した場合は、 価格が1 / 2に軽減されます。
_ _ _

★上記の整滅描口を受けるには申jが必要です。 →詳細は福同県のホームべージ又は原構務所にお3ねください。

※鰹減措置の申請がで、きる期間は、 不動産を取得した日から5年以内に限ります。

(ただし、 土地取得後に住宅を新築した場合等で、 滅額する額の速付がある場合は、 住宅新築日等から5年以内となります。)

※申請については部送でも受け付けますので、 必要書類など手続き方法については県税事務所にお尋ねください。

※福岡県のホームべージから、必要書類のダウンロー ド が で き ま す 。  , 調最一記一j取一得高 1 l-5一室一ll a
i_ _ _

★この他にも軸i組9置があります。ご不明な点は原税事務所にお9ねください。

f 8 3 9-0861 a9来市合川町1642-1
(程同県;t留米総合r治4階)

不 動 産 取 開 係 ・ …… 「目_ 0942-30-1074
1016
1 0 1 5



令 和 5 年 2 月 1 日 「税 の て:1、 ろ ば」

企業と社会の健全な発展を日指し て !
(公社)久留米法人会の社会買献活動のご紹介

公益社団法人久留米法人会の青年部会,女性部会は昨年11月12日(土)̃13日

( 日 ) に 開 催 さ れ た 「ii、るさと久留米口業まつり」会場において、地域社会買献活

動の一環として

青年部会 (高幅智ク、部会長) は 「税金クイズ」 を実施しました。 日躍日は生信の雨模様でした

が、 二日間で約1,000人の方々に参加 , チャレンジしていただきました。 税に関する間題が5間

出題されましたが、 多くの家族連れの参加者は、 家族みんなで相談しながら回答されていました。

女性部会(井上愛子部会長) は 「 チ ャ リ テ ィ ー パザー」を開催しました。 パザ一物品を提供し

ていただいた皆様、 来場者の,し;1協力 , ご支援により売り上げは192,670円になり、 善意の基金で

久留米 , 小郡・うきはの各社会福祉協議会へご希望の商品を贈呈することができました。この取

組は、 女性部会が平成9年から実施している社会賣献事業です。

税金クイズ

チ ャ リ テ ィ ーパザー

人に街に愛される法人会をめざして 「0 描法人 久留米法人会
r8 3 0  0 0 2 2  久 需 米 i ilJ「事l日T155 久 語 X 者 T 会 節 3 F  l  0 9 4 2 39  2 3 2 6



「 税 の  ひ ろ ば」 令 和 5 年 2 月 1 日

得つたなし ! インボイス

昨年来、 「 イ ン ポ イ ス 」  とし 、 う言葉が国税当局の資料に限らず、

よ う に な l 1)ました。

いよいよ今年は、 インボイス元年です。

九州北部税理±会 久留米支部

税理士 柳 良 -
新 間 や ネ ッ  ト の 記 事 で も よ < 見 か け る

私の事務所でも、 昨年の10月以降、 関与先へ説明を行い、 インポイス発行事業者の登録申請を促してい

ますが、 説明しながら再認識したことがぁ l.1) ます。

それは、国税庁のホ ムペ ジ か ら 引 用 し た リ ー フレットの中に、 インポイスとは「売手が買手に対し

正確な適用税率や消費税額を伝えるための手段」 と 書 い て あ l j 、  つまりは売手買手双方が同額の消費税額

を認識するための手段を制度化すぺきであるということです。

例年、 関与先から消費税の質問を承る し _ と が ょ く あ l;1ますが、 前述に関連して昨年実際に承つた事例を

二例紹介します。

1 土地付きの太陽光発電設備を購入した場合に消費税はどぅするのか?

これは、 売買契約書に消費税額の記載がな<、 事後にこの契約書でなんとかならないかを相談があっ

た し _ とから、対応に苦慮しました。

2 車検費用の中に「ケアメンテナンス料」が含まれており、消費税はどぅなるのか?

これは、ケアメンテナンス料の中に将来の定期点検料つまり前払い費用が含まれていて、 し, ち ら か

ら車検をしたティ ー ラ ー へ直接確認しましたが、明確な回答は得られませんでした。

や は り 、  実 際 に こ の よ う な 質 問 を 承 る と 、  正確「こ伝える方策が必要なのかもしれないと思いました。

さ て 、  インボイスの説明をした後の関与先の反応ですが、 や は り 、  免税事業者と課税事業者の方では温

度差があl.11 ました。

免税事業者の方 へ、「取引先から要請があれば仕方ないでしょうね。」と申請の承諾を求めますが、もう

少し考えさせて「li しいとのことで年末までの申請を保留され、 消費税の納税にとどまらず書類保存の煩雑

さなど影響の大きさが伺えます。

一 方、課税事業者の方は、申請の承諾は即答されますが、そのあと、取引先に免税事業者がいる場合に

どぅ説明すればいいのか苦慮している様子でした。

事 務 所 と し て も 、  イ ン ポ イ ス 請 求 書 の チ I ツ ク

やインボイスでない請求書との区分などなど事務

量の増加は避けられませんが、 日本の将来のため

には適正公平な消費税の税収確保は必要不可欠で

あ l.1) 、 インポイス制度がそれを促進することから、

納税者の方々へ き め 細 か < 説 明 し 、  ニ ズを承り

ながら、 プラス思考で対応しないといけないなと

思う今日この頃です。



令 和 5 年 2 月 1 日 「税 の ひ ろ ば」 10

久留米間税会及び久留米間税会言年部は、 ;:
『税を考える週間』の11月22日、久留米シティ ミ
プラザ久留米座に於いて、差語家の立川生志 、

氏による久留米間税会チャリティ差語会を開 :j
催いたしました。 11:

会員及び会員の社員などの参加により、 i

賑やかな落語会となりました。 ミ
ここでの募金は久留米市の教育振興募金に (

寄贈いたしました。 ミ
ご 協 力 い た だ き ま し た 皆 様 、 あ り が と う ミ

ごさいました。 e
i ハ ,,,,,,ハ ,,,,,,,、,,,,,,,、,,,,,/ / 、, /,,/,ハ / /,/,/ ハ / / /, /,/、/ / / / / / / 、,/ / /,/ ハ / /,/,/,、,,i

・

表 彰

税の標語の表:it;者

全国間税会総違合会

入 選 東 国 分 小 学 校 治 水,来人

令和4年12月20日、 ハイネスホテルに於いて表彰式を

行 い ま し た 。

久留来市教育委員会

教 育 長 實  上津小学技 古 貿 餘 莉 夏 / 格 山 小 学 校  構并杏奈

大留来間税会

優 秀 資 北野小学校 清原 一特 / 水 分 小 学 技  野上患汰

入 選 安武小学校 小物通担/水民小学校 石井 養馬

,i;

i

間税会の

キャッチフレ ズ

消費税
活かすみんなの

間税会

久留米間税会
事務局

-Ta30-0022

久留米市城南町b 5

商 I 会 館 3 F

l公社) a9lli法人会内

TELO941l-a9-2326
FAXO942-33-5099



「税 の ひ ろ ば」 令 和 5 年 2 月 1 日

久
留
米

で
構
成
さ

お
り
ま
す

当
会
に

の
合
理
化

●
久
留

一1
決
算
書

決
算
、

経
理
初

「や
さ

，

（
初
心

の
簡
易

決
算
の

青
色
申

タ

「ン
税
務
及

後
継
者

部
、
配

異
業
種

一お
間
合

一
L

8
3
0

久
留
米

宣

ホ
ー

ム
ぺ

量 ;、 せ 査 イ 呂 事 び A 告 仕 帳 者 ,しノ 心 申  、? 未

の
方
は
、

是
非
ご
入
会
さ
れ
、
経
営

の
繁
栄
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

一，告
会
の
主
な
事
業
内
容
●

一一n一作
成
説
明
会

の
税
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
会

方
に
で
も
わ
か
-

）やす
〈
解
説
す
る

l
ズ
研
修
会

」

め
の
帳
一
簿

の
つ
け
方
編
、
青
色
申
告

つ
け
方
編
、
減
価
償
却
の
:
:

一一 :一
方
編
、

消
貴
税
編
、
会
計
ソ
フ
ト
編
な
ど
）

員
限
定
の
会
計
ソ
フ
ト

「ブ
ル
ー

リ

習
会
お
よ
び
サ

ポ
ー

ト

相
談
に
関
す
る
様
々
な
サ
ポ
ー

ト

や
若
手
経
営
者
を
中
心
と
し
た
青
年

従
者
を
中
心
と
し
た
女
性
部
事
業

2

久
留
米
市
城
南
町
一一一-
5

一

（・一一一
^留米
商

エ
会
講
所
経
営
支
援
課
内
）

E
L
:

0
9
4
2
l
3
3
l
0
2
1
3

久
一一E一米
青
色
申
告
会

」
で
検
素
〈
だ
さ
い
。

青
色
申
告
会
は
、
約
4
0
0
の
個
人
事
業
所

れ
、

以
下
の
よ
う
な
様
々
な
事
業
を
行
つ
て

留
米
青
色
申
告
会
と
は

各
養
a
室
基
港
一一一6-

:

，

-

青
色
申
告
会
と
は
、
個
人
事
業
の
青
色
中
告
者
を
中

心
に
全
国
で
結
成
さ
れ
た
伝
統
あ
る
納
視
音
一一一一体て

正
し
い
申
告

納
税
を
造
め
、

公
平
・

公
正
な
税
制
の

創
設
や
社
会
保
障
の
改
善
を
要
望
し
、
税
制
史
上
に
残

る
多
く

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
日
で
は
、

金
国

に
2
、
2
0
0
会
に
も
及
び
、

会
員
数
は
1
0
0
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。

決
算
は
、

確
定
申
告
を
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
る
と
き
や
事
業
の
経

営
状
態
、

資
産
な
ど
の
内
容
を
把
握
し
て
今
後
の
経
営

に
役
立
た
せ
る
と
い
う
大
事
な
役
割
を
持
つ

て
い
ま
す

の
で
、
経
営
の
状
態
を
正
し
く
反
映
し
た
決
算
書
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

決
算
の
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、

特
に
次
の
項

目
に
留
意
し
て
く

だ
さ
い
。

C

細
卸
表
の
作
成

一

商
品
や
消
耗
品
等
の
棚
卸
資
産
は
年
末
に
実
地
fm
卸

を
お
こ
な
い
、

残
つ
て
い
る
棚
卸
資
産
の
数
量
を
把
握

し
ま
す
。
そ
し
て
、
年
末
に

一
番
近
い
時
期
に
仕
入
れ

た
そ
の
棚
卸
資
産
の
仕
入
単
価
に
よ
り
、
年
末
の
棚
卸

高

（
単
価
x
数
量
）

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
必
要
経

一買

と
な
る
商
品
等
の
売
上
原
価
や
消
耗
品
費
は
、

年
初
の

棚
卸
高
と
年
間
の
仕
入
高

（購
入
高
）

を
足
し
た
も
の

か
ら
年
末
の
棚
卸
高
を
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

C

帳
適
の
内
容
の
確
認
と
月
次
金
額
の
集
計

一

帳
簿
に
記
載
し
た
事
項
と
、

納
品
書
や
請
求
書
・

領

収
証
等
の
原
始
記
録
を
照
合
し
て
記
入
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
ま
す
。

預
貯
金
は
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
と

記
帳
内
容
を
突
き
合
わ
せ
ま
す
。
毎
月
末
に
売
上
や
仕

入
、

必
要
経
費
の
科
目
ご
と
の
月
間
の
取
引
金
額
を
記

入
す
る
月
別
集
計
表
を
作
成
す
る
と
誤
り
を
発
見
し
や

す
い
で
し
ょ
う
。

年
間
の
累
計
表
を
作
成
す
る
た
め
の

基
確
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、

月
別
集
計
表
を

作
成
し
て
V
だ
さ
い
。

（決
算
の
た
め
の
a
薄
の
整
理

一

本
年
の
収
入
や
必
要
経
費
に
計
上
す
べ
き
金
額
を
確

定
す
る
た
め
、

個
別
の
項
目
を
確
認
し
ま
す
。
主
な
も

の
は
次
の
通
り
で
す
。

①
感
染
症
に
よ
る
事
業
関
連
の
給
付
金
な
ど

事
業
復
活
支
援
金
、

営
業
自
粛
要
請
に
と
も
な
う

地
方
自
治
体
な
ど
の
-a

力
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
な

ど
必
要
経
費
の
補
填
を
目
的
と
し
た
給
付
金
な
ど
は

事
業
所
得
に
な
り
ま
す
。

受
給
し
た
も
の
は

「雑
収

決
算
の
チ
ェ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト

入
」

に
計
上
し
ま
す
。

②
売
掛
金
、
買
掛
金
、
未
払

一-用

代
金
の
受
け
取
り
や
支
払
い
が
翌
年
に
な
る
場
合

で
も
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
引
き
渡
し
が
済
み
、

代
金
が
確
定
し
て
い
る
も
の
は
、

本
年
分
の
売
上
や

仕
入
、

必
要
経
費
と
し
て
計
上
し
ま
す
。

③
前
受
金
、
前
払
費
用

代
金
の
受
け
取
り
や
支
払
い
が
記
帳
さ
れ
て
い
て
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
引
き
渡
し
が
済
ん
で
い
な
い
も

の
や
、

翌
年
分
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
部
分
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
本
年
の
収
入
や
必
要
経
費
か

ら
除
き
ま
す
。

④
家
事
関
連

一一一a
家
事
に
か
か
わ
る
部
分
が
含
ま
れ
る
家
事
関
連
費

の
う
ち
必
要
経
費
に
な
る
の
は
、
取
引
記
録
に
も
と

づ
い
て
業
務
遂
行
上
直
接
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
で
き
る
金
額
に
限
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は

家
事
分
の
支
出
を
合
理
的
に
計
算
し

（
家
事
按
分
）

し
、

必
要
経
費
か
ら
除
き
ま
す
。

③
自
家
消
費

棚
卸
資
産
を
家
事
用
や
宣
伝
等
の
業
務
用
に
使
つ

た
場
合
は
自
家
消
費
と
な
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
通

常
の
販
売
価
格
と
す
る
か
、

ま
た
は

「通
常
の
販
売

価
格
x
70
%
」
と
仕
入
金
額
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方

の
金
額
で
収
入
金
額
と
し
ま
す
。

な
お
、

宣
伝
等
の

業
務
に
使
つ
た
場
合
は
、

同
額
を
宣
伝
費
等
の
必
要

経
費
に
計
上
し
ま
す
。

（減
価
償
却

一一fの計
算

）

本
年
中
に
取
得
し
た
使
用
可
能
期
間
が
1
年
以
上
で

取
得
金
額
が
10
万
円
以
上
の
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て

は
、

そ
の
取
得
価
額
に
よ
り
経
費
の
計
上
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
取
得
価
額
に
は
そ
の
資
産
本
体
の

価
額
に
加
え
て
、
購
入
の
た
め
に
要
し
た
引
取
運
賃
や

連
送
保
険
料
、
購
入
手
数
料
等
の
付
随
費
用
も
含
め
ま

す
。

※
そ
の
他
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

久
留
米
青
色
申
告
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



「税 の ひ ろ ば」令 和 5 年 2 月 1 日

全
国
納
税
貯
書
組

と
国
税
庁
が
共
催
で
実
施
し
て
い
る

中
学
生
の

「税
に
つ
い
て
の
作
文

」
事
業
は
、
今
年
で
第
五
十
六
回

を
迎
え
、
全
国
で
六
千
五
百
九
十
五
校
か
ら

、
四
十
六
万
九
百
十
八

編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

。

当
連
合
会
の
管
内
中
学
校
か
ら
-
、
十
二
校
、

九
百
十
八
編
の
作

文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

。

そ
の
応
一一一”uの
中
か
ら

、
各
貸
を
受
一
買
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
一一的
介
致
し

ま
す

。

久
留
米
市
立
諏
訪
中
学
校

年

藤

崎

結

衣

三
年
前
の
春
、

祖
母
が
入
院
し
ま
し
た
。
大

陽
に
悪
性
一建
一一一用が
で
き
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と

:

齢
者
に
と
っ
て
感
染
は
命
に
か
か
ゎ
る
上
に
、

祖
母
は
間
病
で
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
で
き
る
力
が

弱
ま
っ
て
い
る
ら
し
く
、
会
い
に
行
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

し
ば
ら
く
し
て
政
府
が
税
金
で
ヮ

ク
チ
ン
無
料
接
種
を
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
，ノ

接
種
後
、

不
安
は
軽
く
な
り
、
祖
父

で
し
た
。

ハ
ワ
イ
ア
，一/
バ
，/一ド
で
ウ
ク
レ
レ
を

弾
い
て
い
て
、

う
に
し
て
い
て

い
つ
も
明
る
い
祖
母
が
不
安
手

私
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

〇
福
国
-
-

:

一-
税
a一書
組
合
一一一一合会

会
長
一
-

久
留
米
市
立
一
器
中
学
校

藤

崎

結

衣

〇
久
留
米
税
務
響
長
-◆

久
留
米
市
立
諏
訪
中
学
校

野

田

結

菜

〇
う
き
は
市
長
-

う
き
は
市
立
吉
井
中
学
校

澤

田

青

波

〇
九
州
北
部
税
理
±
会

久
書
米
支
部
長
量

小
郡
市
立
三
国
中
学
校

中

村

廣

絵

検
査
の
結
果
、

で
き
て
い
る
場
所
が
悪
く
、

上
手
に
取
り
除
く
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
、

と
の
こ
と
で
し
た
。

母
が
、
手
術
で
き
る
病
院

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
と
手
術
が
難
し

母
に
感
染
対
策
を
し
て
会
い
に
行
V
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
祖
父
母
の
明
る
い
笑
顔
を
見
て
私

も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ー-f
で
は
私
達
の
学
校
生
活
に
も
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
二
年
春
、

長
期
間
の
一
休

校
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
'

パ
ソ
コ
ン
が

人
一

台
配
ら
れ
て
学
級
閉
鎖
の
時
も
オ
ン
ラ
イ

い
分

治
療
費
も
と
て
も
高
い
だ
ろ
う
か
ら
受

こ
れ

福
間
教
育
大
学
的
属
久
留
米
中
学
校

一

〇
久
留
米
税
務
-・書
内

田

島

要

彩

納
税
貯
書
組
合
違
合
会
会
長
-◆

〇
久
一一Bi一、a一税
事
務
所
長

-◆

-

久
留
米
市
立
青
陵
中
学
検

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
祖
母
の
悪
性
-E
蕩

を
切
除
で
き
る
病
院
が
見
つ
か
り
ダ
ビ
ン
チ
，

シ
ス
テ
ム
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
手
術
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
手
術
で
き
る

病
院
が
見
つ
か
っ
た
の
は
い
い
こ
と
だ
け
ど
、

そ
の
よ
う
な
最
先
端
の
手
術
な
ら
ば
き
っ
と
高

額
だ
か
ら
治
療
費
は
大
丈
夫
な
の
か
、

と
心
配

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
祖
母
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
っ
て
、
税
金
の
補
助
が
あ

ン
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
税
金
の
お
か
げ
で
す
。

福
同
教
高
大
学
的
属
久
留
米
中
学
校

金

丸

膜

組

る
た
め

今
の
生
活
レ
ベ
ル
の
ま
ま
安
心
し
て

〇
久
-
米
市
-
-一-

福
間
教
育
大
学
的
属
久
留
米
中
学
校

児

玉…E

翻

花

〇
小
-l-
市
長
量

小
部
市
立
三
国
中
学
校

権

藤

菜

月

◎
公
益
社
国
法
人

久
a
米
法
人
会
会
最
量

-u
岡
教
育
大
学
的
日
久
留
米
中
学
校

今

井

ー

:一一
奈

治
療
が
受
け
ら
れ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た

一

の
後

祖
母
の
手
術
は
成
功
し

「お
ば
あ
ち
ゃ

ん
元
気
に
な
っ
た
よ
」
と
久
し
ぶ
り
に
明
る
い

声
を
聞
い
た
と
き
、
本
当
に
嬉
し
V
て
、

税
金

制
度
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
、
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が

な
っ
た
の
に

せ
っ
か
V
祖
母
の
病
気
が
良
〈

し
ば
ら
く
し
て
コ
口

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
で
流
行
り
始
め
ま
し
た
。
高

両
親
は
毎
月
会
社
か
ら
の
給
料
明
細
を
見
て
、

「
税
金
高
い
な
あ
」
と
苦
笑
い
し
て
い
ま
す
。

で
も
そ
の
後
で
、

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
の
で
き
な

い
私
や
祖
父
母
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

た
め
に
、
通
張
つ
て
国
に
も
収
め
る
よ
と
言
つ

て
い
ま
し
た
。

た
だ
両
親
は
税
金
の
使
わ
れ
方
で
経
費
に
つ

い
て
の
工
夫
が
無
い
か
考
え
る
時
が
あ
る
と
言

い
ま
す
。
例
と
し
て
、

令
和
二
年
四

月
に
国
民

全
員
に
十
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
し
た
が
、

事
務

費
と
し
て
千
四
百
五
十
八
億
七
千
九
百
万
円
も

か
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

母
は
I
T
な
ど
を
活
用
し
た
、

費
用
の
削
減

方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、

私
達
若
い
世
代
に
期
待
し
て
い
る
そ
う
で
す
6

私
達
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
切
な
税
金
に
威

謝
し
有
効
に
使
つ
て
い
け
る
社
会
に
す
る
た
め

に
何
か
で
き
る
よ
ぅ
日
々
題
張
つ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。-a言描3i」一 tlil ' l当f (事翻属)久留米市荒木町白口3001-28-1-302
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